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ト
ピ
ッ
ク
ス

労
働
組
合

連
合
の
新
運
動
方
針
と
産
別
大
会
の
動
向

1

主
要
産
別
は
九
月
末
ま
で
に
定
期
大
会
を

終
え
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
連
合
（
六

五
〇
万
人
）
も
一
〇
月
一
一
、
一
二
日
に
定

期
大
会
を
開
き
向
こ
う
二
年
間
の
運
動
方
針

を
決
め
た
。
今
年
の
大
会
か
ら
浮
か
び
上
が

っ
た
労
働
運
動
の
中
心
課
題
を
ま
と
め
る
。

１
．
連
合
は
非
正
規
雇
用
や
格
差

　

是
正
へ
の
取
り
組
み
を
重
点
化

連
合
は
「
二
〇
〇
八
〜
二
〇
〇
九
年
度
運

動
方
針
」
の
力
点
と
し
て
、
①
非
正
規
労
働

者
や
中
小
零
細
企
業
で
働
く
労
働
者
へ
の
支

援
・
連
携
の
強
化
、
組
織
化
の
推
進
②
企
業

や
経
営
者
団
体
の
社
会
的
責
任
と
、
政
治
・

行
政
の
本
来
的
機
能
の
追
求
③
「
地
域
に
根

ざ
し
た
顔
の
見
え
る
運
動
」
の
さ
ら
な
る
前

進
に
よ
る
、
地
域
で
信
頼
さ
れ
頼
り
が
い
の

あ
る
運
動
の
構
築―

―

の
三
つ
を
設
定
。
特

に
、「
中
小
・
非
正
規
労
働
者
と
も
連
帯
す
る

運
動
の
再
構
築
が
急
務
だ
」
と
し
て
、
非
正

規
労
働
者
な
ど
へ
の
支
援
・
連
帯
の
た
め
の

専
門
部
局
「
非
正
規
労
働
セ
ン
タ
ー
」
設
置

を
決
め
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

髙
木
会
長
は
大
会
の
あ
い
さ
つ
で
、「
非
正

規
雇
用
労
働
者
の
現
状
の
改
善
に
対
す
る
感

度
が
鈍
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
連
合
運
動
の

か
な
え
の
軽
重
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
危
機

感
を
表
明
。「
一
七
〇
〇
万
人
を
超
え
る
人

た
ち
が
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
派
遣
、
請
負

等
の
雇
用
形
態
で
働
き
、
そ
の
多
く
が
総
じ

て
低
所
得
と
い
う
状
況
は
、
格
差
社
会
へ
の

懸
念
を
強
め
る
最
大
要
因
で
あ
り
、
放
置
で

き
な
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
非
正
規
雇

用
労
働
者
問
題
を
連
合
運
動
の
柱
の
一
つ
に

す
え
、『
非
正
規
労
働
セ
ン
タ
ー
』
を
設
け
て

活
動
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
く
」
と
訴
え

た
。

非
正
規
労
働
者
支
援
の
専
門
部
局
を
創
設

今
回
の
運
動
方
針
で
は
、
中
小
・
非
正
規

労
働
者
へ
の
支
援
と
地
域
活
動
を
強
化
す
る

方
向
を
打
ち
出
し
た
点
が
大
き
な
特
徴
だ
。

こ
う
し
た
運
動
展
開
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

二
年
前
の
大
会
か
ら
重
点
化
す
る
方
針
を
決

め
て
い
た
。
し
か
し
、
方
針
で
は
「
非
正
規

雇
用
問
題
の
取
り
組
み
が
労
働
組
合
全
体
の

も
の
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
非
正
規
労
働
者

や
中
小
労
働
者
全
体
で
見
れ
ば
、
組
織
化
に

つ
い
て
も
ご
く
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」

な
ど
と
取
り
組
み
の
不
十
分
さ
を
総
括
し
た

う
え
で
、「
組
合
を
最
も
必
要
と
し
て
い
る
労

働
者
に
と
っ
て
、
組
合
が
頼
り
に
な
る
存
在

に
な
っ
て
い
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
指

摘
。「
正
規
も
非
正
規
も
『
働
く
者
と
し
て

同
じ
立
場
に
あ
る
』
と
の
考
え
の
も
と
、
連

帯
の
意
義
や
目
的
、
具
体
的
対
応
等
に
つ
い

て
、
構
成
組
織
・
単
組
で
の
共
有
化
を
進
め
、

組
合
員
の
共
感
が
得
ら
れ
る
運
動
に
発
展
さ

せ
る
」
と
し
、
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
強
調
す
る
。

具
体
的
な
対
応
策
と
し
て
は
、
非
正
規
労

働
者
や
中
小
労
働
者
を
支
援
す
る
た
め
の
専

門
部
局
と
な
る
「
非
正
規
労
働
セ
ン
タ
ー
」

を
創
設
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
情
報
提
供
や
社
会
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
労

働
相
談
、
労
働
条
件
改
善
、
交
渉
支
援
な
ど

の
機
能
が
発
揮
で
き
る
体
制
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
。
今
後
、
同
セ
ン
タ
ー
で
パ
ー
ト
共

闘
の
事
務
局
運
営
や
非
正
規
労
働
者
の
問
題

把
握
、
労
働
条
件
底
上
げ
の
取
り
組
み
な
ど

の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

地
域
活
動
の
充
実
も
課
題
に

地
域
活
動
に
つ
い
て
は
、「
地
域
に
根
ざ
し

た
顔
の
見
え
る
労
働
運
動
」
を
推
進
す
る
た

め
に
二
年
前
の
大
会
で
確
認
し
た
「
地
方
連

合
会
・
地
域
協
議
会
改
革
」
を
推
し
進
め
る
。

個
人
で
加
盟
で
き
る
「
地
域
ユ
ニ
オ
ン
」
を

す
べ
て
の
地
方
連
合
会
（
都
道
府
県
）
に
設

置
。
さ
ら
に
条
件
が
整
え
ば
、
地
域
協
議
会

（
市
町
村
レ
ベ
ル
）
に
も
地
域
ユ
ニ
オ
ン
の

「
支
部
」も
し
く
は「
地
協
地
域
ユ
ニ
オ
ン
」

の
結
成
を
促
す
こ
と
で
地
域
に
お
け
る
連
合

の
存
在
感
を
高
め
、
地
域
労
働
者
の
拠
り
所

と
な
る
よ
う
機
能
強
化
す
る
。

加
え
て
、
〇
六
年
の
ス
タ
ー
ト
以
来
、
一

〇
六
カ
所
を
認
定
し
た
「
モ
デ
ル
地
域
協
議

会
」
の
活
動
を
強
化
。
現
在
、
当
該
地
域
の

組
織
拡
大
や
未
組
織
労
働
者
と
中
小
・
地
場

労
組
の
支
援
、
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
、
生

活
全
般
の
相
談
活
動
で
あ
る
「
ワ
ン
・
ス
ト

ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
拡

充
す
る
。

２
．
産
別
は
「
統
一
と
多
様
性
」

　

が
課
題
に

主
要
産
別
が
決
め
た
方
針
を
み
る
と
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
・
共
闘
組
織
の
運
動
方

針
を
踏
ま
え
、
①
春
季
交
渉
の
あ
り
方
②
格

差
是
正
へ
の
取
り
組
み
③
労
働
時
間
短
縮
を

軸
と
し
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
④

組
織
の
強
化
・
拡
大―

―

な
ど
を
議
題
に
取

り
上
げ
る
組
織
が
目
立
っ
た
。

〇
七
春
闘
の
総
括
と
来
季
の
課
題

〇
七
春
闘
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、
金

属
関
係
産
別
で
構
成
す
る
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ･

Ｊ
Ｃ
、二
〇
〇
万
人
）は
方
針
の
中
で「
近

年
、
要
求
方
式
の
違
い
や
賃
金
制
度
の
多
様

化
、
取
り
組
み
年
度
の
違
い
、
職
場
に
お
け

る
課
題
の
多
様
化
に
伴
い
、
交
渉
局
面
に
お

け
る
相
互
比
較
の
困
難
さ
が
生
じ
て
い
る
」

と
指
摘
。
そ
の
結
果
、
産
業
間
・
企
業
間
で

回
答
内
容
に
「
幅
が
出
る
こ
と
に
な
っ
た
」

と
振
り
返
る
。
そ
の
う
え
で
来
季
は
、「
情
報

開
示
に
よ
っ
て
相
互
理
解
を
深
め
、『
幅
を
も

ち
つ
つ
確
か
な
共
闘
』
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
基
本
に
、
社
会
的
影
響
力
を
与
え
得
る

共
闘
を
構
築
し
て
い
く
」
と
の
方
針
で
臨
む
。

〇
七
春
闘
で
こ
の
課
題
が
鮮
明
に
な
っ
た

の
が
、
電
機
連
合
（
六
二
万
人
）。
三
月
一

四
日
、
大
手
一
六
組
合
に
示
さ
れ
た
賃
金
改

善
の
回
答
は
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
円
の
幅
が

で
た
。
今
季
闘
争
で
採
用
し
た
戦
術
は
従
来

の
ス
ト
で
は
な
く
時
間
外
拒
否
だ
っ
た
が
、

こ
れ
を
回
避
す
る
歯
止
め
（
基
準
）
を
「
水

準
改
善
額
五
〇
〇
円
と
し
た
う
え
で
、
一
〇

〇
〇
円
以
上
の
水
準
改
善
額
を
め
ざ
し
て
上

積
み
を
図
る
」
と
し
て
最
終
交
渉
を
追
い
込
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ん
だ
末
の
回
答
だ
っ
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い

て
定
期
大
会
で
は
、「
統
一
性
と
多
様
性
を
両

立
さ
せ
る
戦
術
」（
泉
田
和
洋
書
記
長
）
と
い

う
表
現
で
、「
画
期
的
な
成
果
」
と
総
括
し
た
。

企
業
間
格
差
の
拡
大
を
背
景
に
春
闘
に
お
け

る
産
別
統
一
闘
争
と
い
っ
て
も
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
、
統
一
要
求
・
回
答
が
貫
徹
し
に
く

い
現
実
を
踏
ま
え
、
金
属
労
協
系
は
「
ゆ
る

や
か
な
幅
を
持
た
せ
た
共
闘
」
の
方
向
に
カ

ー
ブ
を
切
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

一
方
、金
属
労
協
は
賃
金
闘
争
の
軸
を「
賃

金
の
上
げ
幅
に
よ
る
相
場
形
成
」
か
ら
「
絶

対
水
準
を
重
視
し
た
共
闘
」
に
移
す
た
め
の

新
た
な
共
闘
軸
と
し
て
、「
大
く
く
り
職
種
別

賃
金
水
準
の
形
成
」
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

二
〇
一
〇
年
で
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
来
春
は

産
業
・
業
種
別
、
企
業
規
模
別
に
設
定
し
た

大
く
く
り
の
職
種
別
賃
金
に
つ
い
て
、
各
組

合
の
実
態
を
把
握
し
た
う
え
で
、
各
組
合
が

そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
づ
け
を
判
断
で
き
る
よ
う

な
「
比
較
指
標
」
を
発
表
す
る
。
こ
れ
を
参

考
に
要
求
策
定
や
交
渉
時
に
活
用
す
る
。

「
統
一
闘
争
強
化
」
に
転
換
の
産
別
も

逆
に
、
春
闘
に
お
け
る
緩
や
か
な
共
闘
か

ら
統
一
闘
争
を
意
識
し
た
方
向
に
路
線
転
換

し
た
産
別
も
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合

（
Ｊ
Ｓ
Ｄ
、二
〇
万
人
）
と
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
（
一

二
万
人
）
は
夏
の
大
会
で
来
春
闘
か
ら
新
た

な
方
針
で
臨
む
こ
と
を
決
め
た
。

Ｊ
Ｓ
Ｄ
は
小
売
・
流
通
業
界
が
他
産
業
に

比
べ
て
長
時
間
労
働
の
う
え
、
賃
金
水
準
も

低
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

〇
三
年
か
ら
移
行
し
た
通
年
春
闘
路
線
を
転

換
。
来
春
か
ら
賃
金
の
統
一
的
な
目
標
を
設

定
す
る
ス
タ
イ
ル
に
切
り
替
え
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
は
新
化
学
、
石
油

労
連
、
全
国
セ
メ
ン
ト
、
化
学
リ
ー
グ
21
が

既
存
組
織
を
解
散
し
〇
二
年
に
結
成
さ
れ
た

が
、
業
種
別
部
会
別
の
活
動
を
軸
に
据
え
て

い
た
た
め
、
統
一
的
な
春
闘
方
針
を
示
し
て

こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
夏
の
大
会
で
決
め

た
運
動
方
針
で
「
こ
れ
ま
で
各
業
種
別
部
会

が
主
体
的
に
進
め
て
き
た
春
闘
に
つ
い
て
来

年
度
は
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
と
し
て
の
方
針
を
提
起

す
る
」
と
い
う
姿
勢
に
転
換
し
た
。

中
小
は
底
上
げ
に
よ
る
格
差
是
正
で

連
合
で
は
中
小
労
働
者
支
援
の
中
心
部
隊

と
な
る
「
中
小
共
闘
」
の
て
こ
入
れ
も
図
る
。

賃
金
ポ
イ
ン
ト
の
水
準
目
安
を
設
定
す
る
こ

と
で
、
格
差
是
正
に
向
け
た
運
動
を
強
化
。

同
共
闘
の
中
核
で
あ
る
金
属
機
械
関
係
の
Ｊ

Ａ
Ｍ
（
三
八
万
人
）
の
大
会
で
は
、「
高
い
と

こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
に
原
資
を
再
配
分
す

る
『
格
差
是
正
闘
争
』
と
い
う
概
念
を
捨
て

て
、『
底
上
げ
闘
争
』
と
い
う
考
え
方
に
立
つ

春
闘
改
革
を
図
る
」（
小
出
幸
男
会
長
）
こ
と

を
確
認
し
、
①
最
低
賃
金
以
下
の
派
遣
・
請

負
・
パ
ー
ト
等
の
一
掃
と
地
域
別
最
賃
の
底

上
げ
②
派
遣
・
請
負
・
パ
ー
ト
等
を
含
む
企

業
内
最
賃
の
底
上
げ
③
大
手
労
組
を
中
心
と

し
た
資
本
系
列
に
あ
る
関
連
会
社
の
賃
金
の

底
上
げ―

―

な
ど
の
取
り
組
み
を
強
め
る
。

時
短
軸
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

連
合
は
六
月
に
「
年
間
総
実
労
働
時
間
一

八
〇
〇
時
間
の
実
現
に
向
け
た
時
短
方
針
」

（
新
中
期
時
短
方
針
）
を
確
認
し
た
。
過
剰

な
仕
事
量
や
恒
常
的
な
長
時
間
労
働
が
「
精

神
的
ス
ト
レ
ス
を
増
大
さ
せ
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
面
の
不
調
を
抱
え
る
労
働
者
の
増
加
や

過
労
死
・
過
労
自
殺
、
重
大
事
故
等
も
社
会

問
題
化
し
て
い
る
」
な
ど
と
指
摘
。
こ
う
し

た
現
状
へ
の
対
策
が
不
十
分
だ
っ
た
と
し
、

「
労
働
時
間
の
改
善
は
喫
緊
の
課
題
」
と
位

置
づ
け
て
い
る
。

目
標
の
具
体
化
に
向
け
て
は
、
ま
ず
フ
ル

タ
イ
ム
労
働
者
の
最
低
到
達
目
標
を
設
定
。

柱
と
し
て
、
①
年
間
所
定
労
働
時
間
二
〇
〇

〇
時
間
を
上
回
る
組
合
を
な
く
す
②
年
休
の

初
年
度
付
与
日
数
を
一
五
日
以
上
③
年
休
の

一
人
あ
た
り
の
平
均
取
得
日
数
一
〇
日
未
満

の
組
合
を
な
く
す
と
と
も
に
取
得
日
数
五
日

未
満
の
組
合
員
を
な
く
す
④
時
間
外
割
増
率

な
ど
が
法
定
と
同
水
準
に
と
ど
ま
る
組
合
を

な
く
す
⑤
全
組
合
員
の
時
間
外
労
働
を
月
四

五
時
間
以
下
に
抑
え
る
こ
と
を
基
本
に
少
な

く
と
も
一
カ
月
一
〇
〇
時
間
ま
た
は
二
カ
月

一
六
〇
時
間
を
超
え
る
過
重
労
働
を
根
絶
す

る
│
│
こ
と
を
掲
げ
る
。
連
合
は
毎
年
、
構

成
組
織
の
計
画
の
作
成
・
進
捗
状
況
を
ま
と

め
、
二
〇
一
二
年
度
末
に
到
達
点
を
確
認
し
、

方
針
を
見
直
す
。

連
合
大
会
で
は
高
木
会
長
が
、
日
本
の
労

働
基
準
法
の
割
増
率
が
世
界
で
最
低
水
準
に

あ
る
と
し
て
、「
来
年
の
春
の
交
渉
で
は
、
時

間
外
・
休
日
労
働
割
増
率
の
引
き
上
げ
を
め

ざ
し
、
一
斉
に
交
渉
で
き
な
い
か
」
と
あ
い

さ
つ
。「
何
と
し
て
も
連
合
組
織
内
の
合
意

を
は
か
り
、割
増
率
の
改
善
を
実
現
し
た
い
」

と
述
べ
、
割
増
率
の
統
一
要
求
を
掲
げ
る
こ

と
で
長
時
間
労
働
の
是
正
を
進
め
る
こ
と
に

強
い
意
欲
を
示
し
た
。

こ
う
し
た
方
針
を
踏
ま
え
、
各
産
別
も
来

春
の
交
渉
に
労
働
時
間
関
係
の
要
求
を
盛
り

込
む
と
こ
ろ
が
大
幅
に
増
え
そ
う
だ
。
各
大

会
で
も
時
短
方
針
を
改
定
す
る
産
別
が
相
次

い
だ
。

七
〇
〇
万
連
合
の
実
現
と
組
織
拡
大
も

連
合
は
組
合
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
〇
九
年
九
月
ま
で
に
組
合
員
を
純

増
さ
せ
、
早
期
に
七
〇
〇
万
人
へ
の
回
復
を

目
指
す
。
そ
の
た
め
の
各
構
成
組
織
の
目
標

と
し
て
現
行
組
織
人
員
の
一
割
増
を
求
め
る
。

そ
の
第
一
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
雇
用
労
働
者
の

三
分
の
一
を
占
め
る
ま
で
拡
大
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
組
織
率
が
四
％
程
度
に
留

ま
っ
て
い
る
パ
ー
ト･

有
期
契
約
、
派
遣
な

ど
の
非
正
規
雇
用
だ
。

組
織
化
ド
ラ
イ
ブ
の
加
速
に
加
え
、
組
織

の
求
心
力
を
高
め
る
た
め
、
統
合
を
模
索
す

る
動
き
も
進
ん
で
い
る
。
官
公
労
で
は
、
自

治
労
（
九
四
万
七
〇
〇
〇
人
）、全
水
道
（
二

万
八
〇
〇
〇
人
）、
都
市
交
（
三
万
一
〇
〇

〇
人
）
の
三
単
産
が
九
月
一
一
日
に
新
た
な

連
合
体
組
織
と
な
る｢

地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス

労
働
組
合
連
合
会｣

（
地
域
公
共
連
合
）
を

旗
揚
げ
。
組
合
員
数
は
一
〇
〇
万
六
〇
〇
〇

人
で
、
連
合
最
大
と
な
る
が
、
今
回
は
連
合

へ
の
加
盟
単
位
を
一
本
化
す
る
た
め
で
、
二

〇
一
〇
年
の
完
全
統
一
を
展
望
し
た
「
過
渡

的
組
織
」
と
位
置
づ
け
る
。

民
間
最
大
産
別
の
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は

九
月
の
定
期
大
会
で
、
組
織
人
員
が
昨
年
よ

り
約
五
・
四
万
人
増
え
、
一
〇
〇
万
二
二
〇

〇
人
に
な
っ
た
と
報
告
。「（
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
、

Ｃ
Ｓ
Ｇ
連
合
、
繊
維
生
活
労
連
の
）
統
合
大

会
（
〇
二
年
）
か
ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
っ
た

『
一
〇
〇
万
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
』
が
達
成
さ
れ

た
」
と
宣
言
し
た
。

こ
の
他
の
大
会
で
も
、
電
機
連
合
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
、
フ
ー
ド
連
合
な
ど
か
ら
組
織
人
員
の
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
増
加
に
転
じ
た
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
組
織
率
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
ら
れ
る
の
か
、
こ
の
ま
ま
凋
落
す

る
の
か
、
労
働
運
動
は
正
念
場
に
差
し
掛
か

っ
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部　

荻
野
登
、
新
井
栄
三
）




